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昔、観音寺に飛行場があったこと、ジオラマで知ってほしい

　模型愛好家で作る「西讃プラ模型クラブ」が、終戦直前に市
内に建設された観音寺航空基地と観音寺海軍航空隊の歴史を後
世に伝えようと、ジオラマを製作しています。
　飛行場建設のため、約３５０戸が立ち退きを命じられ、建設
作業に多くの住民が動員されましたが、その痕跡や資料はほと
んど残っていません。同クラブの藤田一仁会長は、「このままで
は飛行場の記憶が歴史に埋もれてしまう。ジオラマにすること
でお子さんにもイメージしてもらいやすいと思った」と話しま
す。資料集めに苦労し、当時を知る人にスケッチを描いてもら
うなどして、できる限り忠
実に再現しようと努力を重
ねたそうです。
　ジオラマは８月にふるさ
と学芸館に寄贈され、８月
12日より常設展示予定です。

三豊市、観音寺市の会員を中心に
16人の会員が活動しています。基
地のジオラマ作りは主に、堀川幸
広さん（植田町）、牧野尊洋さん
（柞田町）、藤田一仁さん（三豊市）、
大池実知浩さん（三豊市）の４人
が担当しています。写真左から、
堀川さん、藤田さん、大池さん。

西讃プラ模型クラブ
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家族写真。左から２番目が矢野さん、
隣に立つのが兄・弘一さん

完成に向け、作業が進んでいます

INTERVIEW

矢野 幸さん（観音寺町）

観音寺市戦争体験記 『戦争の記憶』
BOOK

EVENT

戦争体験者の証言や、市内に残る戦争遺跡や関係資料などをまと
めた本です。戦争の記憶を受け継ぐために、ぜひご一読ください。
文化振興課や大野原中央公民館、豊浜中央公民館で販売している
ほか、市内各図書館で貸し出ししています。
問い合わせ先
　文化振興課　☎２３−３９４３　Ⓕ２３−３９５６
　　　　　　　Ⓔbunka@city.kanonji.lg.jp

戦後76年　あの日を知る、伝える

　未来を生きる人たちが安心して暮らしていける
よう、平和への願いを込めたメッセージを募集し
ます。
　頂いたメッセージの一部は市ホームページで紹
介するほか、手作りの風鈴につるし、平和の音色
を奏でるオブジェとしてふるさと学芸館に展示し
ます。市内外を問わず、誰でも参加できます。皆
さんからのメッセージをお待ちしています。
●メッセージの送付方法
ふるさと学芸館に備え付けの専用紙に記入する
か、ホームページにある様式をダウンロードし、
メールやファクスなどで送付してください。

●受付期間　８月13日(金)まで
問い合わせ先　
　ふるさと学芸館　☎Ⓕ２４−８１２３
　Ⓔfurusatogakugeikan@snow.ocn.ne.jp

　原爆死没者など、大戦において亡くなられた
人々を追悼し、平和を祈念するため、黙とうをさ
さげましょう。
●広島、長崎に原爆が投下された日
　日時　８月６日(金)午前８時15分から１分間
　　　　８月９日(月)午前11時２分から１分間
●戦没者を追悼し、平和を祈念する日
　日時　８月15日(日)正午から１分間

問い合わせ先　危機管理課　　☎２３−３９４０
　　　　　　　　　　　　　　Ⓕ２３−３９２０

ふるさと学芸館企画イベント
「平和の音色 ～鈴に託す祈り～」 平和祈念の黙とうをささげましょう

原爆被爆パネル展　高校生平和ポスター展
日時　８月６日(金)～16日(月)
　　※最終日は午後３時まで
場所　市役所１階エントランスホール
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観音寺市へのふるさと納税の状況
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市役所からのお知らせ

　ふるさと納税（がんばれ観音寺応援寄附金）は、
自分の故郷や応援したい自治体に寄附ができる制
度です。寄附することで、翌年の住民税などが一
部控除されるほか、市外にお住まいの人にはお礼
の品をお贈りします。全国からの観音寺市への応
援を心からお待ちしています。
●令和２年度の寄附状況

全国の皆さんから頂いた多額の寄附は、各事業
の財源として有効に活用させていただきます。

●日時　８月25日(水)、
　　　　９月１日(水)、８日(水)、15日(水)
　　　　午後７時～午後９時
●場所　観音寺商工会議所
●対象　市内で創業を検討している人、後継者、

経営に興味がある人
●料金　無料
●注意　事前申し込みが必要
申し込み・問い合わせ先
　商工観光課　☎２３−３９３３
　　　　　　　Ⓕ２３−３９５６

件名 観音寺市地域防災計画（案）

公募期間 ８月10日(火) ～９月８日(水)
資料配置
場　　所

危機管理課、市役所総合案内所、各支
所に配置。市ホームページでも公開

提出先
〒768-8601（住所記載不要）
観音寺市危機管理課
Ⓕ２３−３９２０
Ⓔkikikanri@city.kanonji.lg.jp

提出方法
指定の意見書に必要事項を明記の上、
郵送またはＦＡＸ、電子メール、持参
により提出（郵送の場合は当日必着）

注意 電話や口頭、匿名での意見は不可

問い合わせ先 危機管理課　☎２３−３９４０

寄附件数 52,523件

寄附金額 839,738,032円

問い合わせ先　ふるさと活力創生課　☎２３−７８０３　Ⓕ２３−３９２０
　　　　　　　ⓔfurusato@city.kanonji.lg.jp

　500品以上の中から、寄附金額に応じて
返礼品を選ぶことができます。
うどん等麺類、イリコ、地酒、米、肉、
季節品（果物・野菜・海産物）、足袋、
オムツ（高齢者、乳幼児、ペット用）、
生ごみ処理機、空き家管理、宿泊など

注意　市内在住の人には返
　　　礼品をお贈りするこ
　　　とができません。

市外の方には返礼品をお贈りします

●申し込み方法
①インターネットからの申し込み

②申請書での申し込み
カタログなど申請書類の送付を希望する人は、
問い合わせてください。

●返礼品協力事業者を募集しています
登録料や手数料などは無料です。詳しくは、問
い合わせてください。

　市では、65歳以上の高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせるように、在宅生活を支援して
います。ぜひ利用してください。

各地区の第２層協議体

問い合わせ先　高齢介護課高齢者福祉係　☎２３−３９６８　Ⓕ２３−３９９３
　　　　　　　大野原支所　☎５４−５７００
　　　　　　　豊浜支所　　☎５２−１２００　伊吹支所　☎２９−２１１１

内容 自己負担 対象者
訪問理美容サービス 2,600円/１回

（３カ月に１回、
　年４回以内）

一人暮らしまたは高齢者のみの世帯で、心身
の障がいや傷病などのため、理髪店･美容院
に行くことが困難な人

理容師・美容師を自宅へ派遣し、
カットやブローのサービスを実施
寝具類等洗濯乾燥消毒サービス ３点一式　 600円/１回

４点一式　1,000円/１回
（年２回以内）

一人暮らしまたは高齢者のみの世帯で、心身
の障がいや傷病などのため、寝具類の衛生管
理が困難な人

寝具の洗濯･乾燥･消毒（掛・敷布
団・毛布・マットレス）
おむつ支給 在宅で暮らし、要介護３･４･５の認定を受け

ている人(住民税非課税世帯であること)現物支給　3,000円限度／月
ねたきり者在宅介護手当支給 要介護４･５の認定を受けている高齢者を常

時介護（１カ月のうち15日以上在宅で介護）
する人年度末支給5,000円／月

徘徊高齢者家族支援サービス 12,000円を超える額およ
び通信料（対象高齢者１
人につき１回限り）

市内に住所があり、認知症等による徘徊行動
がある高齢者を介護する家族など（介護認
定・医師による診断が必要）探索システム機器の購入費用の助成

緊急通報装置貸与 日常生活において常時見守りを要する高齢者
で、一人暮らしの人(住民税非課税世帯であ
ること)

押しボタン式通報装置を設置
・固定型またはＧＰＳ端末のどちらかを選択
・固定型には、希望者に人感センサーの取り付けが可能
高齢者介護予防住宅改修費助成 改修費５万円以内

＝１割
改修費５万円以上
＝45,000円を超える額
（１世帯１回限り）

市内に住所がある75歳以上の一人暮らし、ま
たは75歳以上の高齢者が属する高齢者のみの
世帯で、生活機能全般および運動機能の低下
が認められ、要介護・要支援の認定を受けて
いない人

・手すりの取り付け
・床段差の解消
・滑り防止や円滑に移動するため
の床または通路面の材料変更

　「協議体」とは、誰もが安心して暮らせる助け合いのある地
域を目指して、住民が主体となり、情報を共有しながら地域
の課題を整理し、地域に必要な仕組みを作り出す組織です。
地域で助け合いの輪を広げるために、皆さんの声を聞かせて
ください。

●協議体の取り組み内容
　困りごとなどのアンケートを実施

　　　　　　

➡

・地域の防災マップの作成
・生活支援マップの作成
・介護予防体操を考案
・ふれあいベンチを設置
・緊急時助け合いカードの作成　など

※柞田地区は立ち上げ
　に向けて準備中

豊田地区 いきいきとよた
常磐地区 たりたりときわ
豊浜地区 ぼちぼちとよはま
一ノ谷地区 あったか一ノ谷
高室地区 あいあい高室
観音寺西 にっこり西クラブ
観音寺東 よらんな東
観音寺南 スマイル観南
木之郷地区 ＧＯＧＯ木之郷
粟井地区 楽らくあわい
大野原地区 おいでよ大野原
伊吹地区 元気！！伊吹

問い合わせ先　地域包括支援センター　☎２５−７７９１　Ⓕ２４−８８９１

市外にお住まいの家族や知人へふるさと納税をおすすめください

かんおんじ創業セミナー パブリック・コメントを
募集します

在宅生活支援サービスを利用しませんか

第２層協議体（地域づくり支援隊）の取り組みが広がっています

がんばれ観音寺応援寄附金

例

ＵＰ！
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JR観音寺駅 JR予讃線

三豊合同庁舎
観音寺市
ふれあい
文化センター

一の谷川

観音寺
市役所

三観広域
消防本部

市役所からのお知らせ

●部落差別解消推進法
この法律は、今もなお、部落差別が存在し、許さ
れないものであるという認識のもと、部落差別の
ない社会を実現することを目的としています。部
落差別は差別をする人の問題です。私たち一人ひ
とりが自分の問題と考え、「差別をしない、させ
ない」意識を持って行動しましょう。

●えせ同和行為に注意してください
同和問題を口実に、高額図書などの購入を要求す
る「えせ同和行為」が県内で発生しています。こ
のような行為は、同和問題に対する誤った認識を
植え付け、偏見や差別を助長する行為です。えせ
同和行為に遭遇したときは、毅

きぜん
然とした態度で拒

否し、人権課まで連絡してください。

　同和問題は、社会の歴史的発展の過程で形づくられた身分に基づき、特定の地域の出身であることや
そこに住んでいることを理由に「差別をする人がいる」という社会問題です。この機会に、皆さんも身
近なことから人権について考えてみませんか。

●登録型本人通知制度とは
事前に登録した人の住民票の写しや戸籍謄本など
を、代理人や第三者に交付した場合に、郵送で登
録者本人にお知らせする制度です。この制度を利
用することで、不正取得の早期発見や事実関係の
早期究明が期待できます。

●事前登録ができる人
市内に住民登録をしている人や、本籍がある人（除
票・除籍を含む）

●登録方法
本人確認書類（マイナンバーカードや運転免許証、
パスポート、保険証など）を持参し、市民課また
は各支所で登録手続きをしてください。代理人に
よる申請の場合は、委任状と代理人の本人確認書
類が必要です。

問い合わせ先　人権課　☎２３−３９２８　Ⓕ２３−３９５４

問い合わせ先　ふれあい文化センター　☎Ⓕ２４−４１１３

皆が住みやすいまちにするために

　ふれあい文化センターは、誰もが気軽に利用でき
る「ふれあいの場」です。福祉の向上や、あらゆる
差別の解消に向けた人権啓発の場として、住民交流
の拠点となる役割を担っています。平成８年（1996
年）に開館し、ことし25周年を迎えます。

　ふれあい文化センターでは、
お互いが認め合い、尊重し合
えるようなまちにしていくた
めに、皆さんの悩みを解決す
るお手伝いをしています。相
談がある人や、人権について
勉強したい人など、誰でも利
用できます。気軽に立ち寄っ
てくださいね。

●どんなことをしているの？ ●どんなときに利用できるの？
・健康器具の設置
・教養文化講座
・人権講演会
・映画のつどい
・ポスター・パネル展
・企画展
・人権啓発ＤＶＤの貸し出し

・生活上の問題で悩んだとき
・身の周りの人権について勉強したいとき
・講座などを通じて、出会いや
　生きがいを見つけたいとき
・サークル活動などで部屋を
　借りたいとき（営利目的外）
　　　　　　　　　　など

浜田指導職員

澁谷館長

毎日、たくさんの人が健康
器具を利用しています

料理や折り紙、編み物、健康体操、
絵手紙などの講座があります

自治会の会合や職場研修に無料で講師を派遣したり、人権講
演会の企画や人権研修ＤＶＤの貸し出しをしたりしています

（所在地）坂本町七丁目14番77号

安藤人権啓発指導員

ふれあい文化センターって
　　　　　どんなところ？

●通知の対象となる証明書
・住民票の写し(除票を含む)
・住民票の記載事項証明書
・戸籍の謄抄本（除籍、改製原戸籍を含む）
・戸籍の附票の写し
●交付の通知
　交付通知書には、次の４項目が記載されます。
　①交付した日
　②交付した証明書の種類
　③交付枚数
　④交付請求者の種別
　　（本人等の代理人、それ以外の第三者）
問い合わせ先
　市民課市民係
　☎２３−３９２４　Ⓕ２３−３９５９

人権啓発ポスター・パネル展
日時　８月17日(火) ～ 31日(火)
　　　午前８時30分～午後５時15分
　　※17日は正午から、31日は正午まで
場所　市役所１階エントランスホール

８月は「同和問題啓発強調月間」です

登録型本人通知制度の事前登録をしていますか

開館
25周年




